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東亜天文協會

★太陽課SUN．
　1943年七月も，一帯に天氣は悪く，各地で観測に困難があったやうであるが，

しかし其の中に於いて，保積氏が25ケ日の槻測を途げられたのは實に驚異的な

努力である．此の如き勤勉な観測者が，東京と近畿と九州とに一人つつ居られ

れば，他の槻測者は不要であるとさへ考へられるほどである．しかし天氣とい

ふものが，全く人力を超越した難物で，コン1・・1ルが出品ないものだから，、

之れに打ち克つためには，やはり多数の盤面者が必要である。

　藤吉氏は此の月中，2ケ所で，別々の器械を使はれたので，全く別の行に配

列した．條件が全く違ふのだから，これを一括には出來ない，

　幸ひに，今度も各員の協力により，出欠の日が無く，よく太陽活動の痴態を

捕へ6aとが出診た．

　筆者も，田上の第二親晶晶に於いて，口論10糎の屈折機に投影板を装置して

時々太陽面を見てみるのだが，今暫く，族行や外出が多くて，欠測績きになり

勝ちのため，月例報告面には載せないが，其のうちに，是非諸君の仲間入りが

したV、と思ってみる．

　かねて害いた通り，太陽課の面心を開きたV、が，課員諸氏の都合の良い日を

知らせて貰ひたい．

　別項の如く，（本誌次號に）伊達氏から，太陽の事業について意見を開陳され

筆者も亦それについて所懐を述べた．歎年前から，本課の充實すると共に，從

來の観測法や，報告形式につV、て，改良意見を有つ入々が多くなった．筆者は

しかし，全く新しい観測（例へば，白絞とか，紅焔とか，太陽面上の経緯度と

か，ヘリオスコ1プ親測とか）をやるのなら，賛成であるけれど，從來の黒黙

数と群数とを数へるやり方は（親測日数を墨量努力して増すことは希望する

が）決して不満足でないと思ふから，なるべく改めない方が向いと思ふ．從っ

て，．“相封数”といふも②の計算法も，改めないで，これは此のまX二三百年績

けなければならないと考へてるる．太陽のやうな永V・壽命の天膿の門守を見る

ためには十年や二十年毎に観測法を攣へてるては，良い材料とならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1943－8　一　6）



299：正ti、ヤ則　音区　月　　幸侵天界267

太陽年鐵掘窒書下報告（1943年七月）Su耳・Spot　Relative　Numbers．，　July，1943．
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☆流星諜METEORS（140）　課長4頼孝二郎（κ・9ir・．κ・m・ki，　Presid・nt）

　九月に入ると流星数はつっと減少するが，一年の卒均歎よりは多い、顯著な

流記はないが，十月とも合せて，訣のもの¢）出現が豫想される．September　and

October　Meteors　：
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　上記の中，最も論著なものは十月下旬のオyオン，双子よウ放射する流星群

であるが，本年は21日に月が下弦となるので，極大期の22～23日頃は月の妨害

は少い．十寸各位の観測を切望する．

編　輯ii鍵　よ　り

　前號は，印刷に非常に時日を要し，遂に血行日の攣更を行ふことにもなった

ので，讃者諸氏に引攣御心配をかけたが，しかし，あの號の出來ばえを見て，

喜んで下さった方々が多かったので，ホツとした．しかし，獲行日は今両延び

たま玉になってみるので，何とか本號の印刷を一日でも早く絡りたいと思ぴ，

心ならずも机上にLI」回してみる原稿を暫く抑へて，こんどは本文24頁，附鋒8頁

の形で出すことにした．次號や次汝號に出すべき：文の中には，吉岡修一郎氏の

占星術，津田雅之氏の陣鑓，齋藤馨兇氏の流星群，渡邊敏夫氏の日本幕末時代

のプラネタリウム，伊達山本爾氏の太陽観測法論議，森岡孝雄氏の日時計，主

幹の國民話：文教程・ヰ山窪川木村三氏の小傳等がある・大に期待して頂きたい・

　木村榮噂士が逝去された．今年は我が悪天文學界に於いて多くの山詞を失っ

たことを悲しむ．木村博士のことは本誌にも度々書いたが，近號に叉追悼：文を

載せなければならぬ．（1943～9～26）


